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【疾病領域ごとの取組】：健康・医療・ライフサイエンスに関する課題への対応

今年度審議する研究開発課題

研究開発計画：
大目標

健康・医療戦略推進本部の下、健康・医療戦略及び医療分野研究開発推進計画に基づき、国立研究開発法人日本医療研究開発機構を中心に、オールジャ
パンでの医薬品創出・医療機器開発、革新的医療技術創出拠点の整備、再生医療やゲノム医療など世界最先端の医療の実現、がん、精神・神経疾患、新
興・再興感染症や難病の克服に向けた研究開発などを着実に推進する。
大目標達成のために必要な中目標

「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画」等に基づき、疾病領域ごとの取組：がん、精神・神経疾患、感染症等の疾患克服に向けた研究開発等
を推進する。

「健康・医療戦略
」及び「医療分野
研究開発推進計
画」等に基づき、
がん、精神・神経
疾患、感染症等
の疾患克服に向
けた研究開発を
着実に実施する｡

次世代がん医療
創生研究事業採
択課題のうち、
新規分子標的薬
剤及び新規治療
法に資する有望
シーズ、早期診
断・個別化治療
予測バイオマー
カー及び新規免
疫関連有効分子
の数（累積）

アジア・アフリカ諸国に整備した海外
研究拠点を活用し、国内の感染症対
策に資する基礎的知見の集積、人
材育成等を推進する。

感染症研究国際
ネットワーク推進プログラム

次世代がん研究シーズ

戦略的育成プログラム

（「次世代がん研究戦略推進プロジェクト」

から名称変更）

がんについての革新的な基礎研究の成果を戦略
的に育成し、臨床応用を目指した研究を加速する
ことで、次世代がん医療の実現を目指す。

がんの生物学的な本態解明に迫る研究、がんゲノム情報など患者の臨床データに
基づいた研究及びこれらの融合研究を推進して、画期的な治療法や診断法の実
用化に向けて研究を加速し、早期段階で製薬企業等への導出を目指す。

次世代がん医療創生研究事業

感染症研究国際展開プログラム

アジア・アフリカの海外研究拠点において、相手国機関と協力し、
現地で蔓延する感染症の病原体に対する疫学研究、診断治療
薬等の基礎的研究を推進し、感染制御に向けた予防や診断治
療に資する新しい技術の開発、高度専門人材の育成等を図る。

感染症研究革新イニシアティブ

感染症の革新的な医薬品の創出を図るため、大学等の多様な領域の研究者が分野横断的に
連携し、病原性の高い病原体等に関する人材育成や創薬シーズの標的探索研究等を行う。

病原体（インフル
エンザ・デング
熱・下痢症感染
症・薬剤耐性菌）
の疫学研究及び
治療薬、迅速診
断法等の研究開
発の進捗
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後

中前 中
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